
バラのはなし「花の女王をめぐる物語」 

                  分部 庸子（S５８年文卒） 

６４回歩こう会で訪れる鳩山会館（別名音羽御殿）は、

洋館とバラが楽しめる都内屈指の名所です。当館は、

内閣総理大臣を務めた鳩山一郎が１９２４年に建てた

私邸を一般公開したもので、邸内には９０種１６０株の

バラが咲き誇る庭園があります。 

皆様は、バラと聞いて何を思い浮かべるでしょうか。

ランカスターの赤、ヨークの白を連想される方は歴史通、「薔薇の名前」（１９８０年 ウンベルト・

ユーゴ）を思う方は文学好き、かくいう私は「ベルサイユのばら」（１９７２年～ 池田理代子）でフ

ランス革命を知りました。世に花は多いのに、なぜブルボンの象徴であるユリでも、全世界で愛

されるカーネーションでもなく、バラなのか。なぜ花の女王と言えばバラを指すのか。その多様性

に注目してバラの物語を辿ります。 
 

１． 古代から受難の中世へ 

 バラはいつ生まれたのでしょうか。現存する最古のバラの化石は、

約３５００万年前、温暖湿潤な始新世（約５６００万年前～３３９０万

年前）のもので、北米コロラド州で発見されました。また、中国雲南

省でも中新世（約２５００万年前～５００万年前）のものと思われるバ

ラの葉の化石が見つかっており、特に中国南西部の複雑な地形が、

バラを含む多くの植物に、より適した環境へ群落を移して度重なる

気候変動を生きのびたり、様々な生育地に適応するために多様化

する機会を与えました。 中国では、周王朝の皇帝がバラを溺愛し庭

園で大切にしていたと孔子が記していますが、その後の王朝ではむしろ牡丹が珍重され、チ

ャイナローズが西洋に紹介されるのは、ずっと後のことになります。 

 それでは、古代のバラの中心地はどこでしょうか。バラ栽培の発祥の地を自認するペルシャ

のファリスタンは、ローズウオーター生産の中心地で世界中に輸出をしていました。その後、

バラ栽培はメソポタミアに広がり、更にギリシャに伝

わります。クレタ島で栄えたミノア文明（BC2700～

1450 年）でもミノス王のクノッソス宮殿で最古のバ

ラの絵が発見されていますが、その後ギリシャで本格

的にバラが拡がるのは、アレクサンドロス大王

（BC356-３２３）が深く関わっています。ペルシャ征

服時にバラを含む植物を集めてギリシャに送ると共
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に、世界帝国の建設に伴い、ヨーロッパやエジプト・インドにも持ち込みました。この伝統を組

織的・体系的に発展させたのは、偏愛ともいえるほどバラを重宝したローマ人です。庭園で

愛でるだけでなく、儀式や祝宴で花冠や花輪として使用したため需要が激増した結果、宮殿

や商業用庭園での育成だけでなく、個人の邸宅の屋上やバルコニーでも栽培が奨励される

ようになります。しかしながら、それでもバラはまだまだ支配層・裕福層のもので、クレオパトラ

７世（ＢＣ６９－30）が大広間にバラを敷き詰めてマルクス・アントニウス（ＢＣ８１－３０）を驚

かせたのも、開閉式の天井から大量のバラを降らせてその芳香を楽しむ皇帝ネロ（AD37-

６８）の祝宴が人気となるのも、バラが冨と権力の象徴であったからと考えます。 

 これに対して、バラを享楽的な花として排除したのが初期キリスト教徒で、中世初期には偶

像崇拝と共に異教的な文化・習慣としてバラ栽培も消滅します。２世紀の神学者アレクサンド

ロス・クレメンスによると、「バラの香りはさわやかであり、実際に頭痛をやわらげたり消したり

するが、バラ油を身体に塗るようなふしだらな行為は決して許されない」そうです。バラにとっ

ては受難の時代の到来でした。 
 

２． 復権から隆盛の時代へ 

 しかしながら、人はバラの魅力に抗えないのでしょう、早くも４世紀頃には、学者や修道僧・

修道女の間で復権を果たします。すなわち、清純な「棘のないバラ」に象徴される聖母マリア

が教会の重要テーマとなり、千年もたつと数珠が「ロザリオ」になります。カトリック教徒が祈

りの回数を数えるのに使う５０の玉からなる数珠を、ドイツではバラの花飾りに見立てて「ロ

ーゼンクロイツ」と呼び、これが転じてラテン語の「ロサヌム」、更に現在の「ロザリー」、ロザリ

オとなったわけです。かように、１３～１４世紀、教会でのバラの存在感は頂点に達しますが、 

１５世紀になるとバラは世俗でも存在感を増します。聖母マリアと

結びつけて考えられていたバラが、イングランドでは政治のシンボ

ルを担いました。この内乱は、王位を主張する２大名家のランカス

ター家がロサ・ガリカと考えられる赤いバラを、ヨーク家がロサ・ア

ルバと考えられる白いバラを記章に採用して争ったことから薔薇

戦争と呼ばれますが、この紛争後もバラ

は王や女王のシンボルとして君臨しま

す。 また、153９年頃にイタリア、ラヴェンナでローズウオーターと

オイルを分離する技術が開発されると、ローズオイルやバラ香水を

めぐる熱狂が起こります。１８世紀、フランスでも王権強化と共に

香水産業が隆盛を極め、中でもバラの香りを好んだのは、ルイ１５

世の寵姫ポンパドゥ―ル夫人。そして言わずと知れたマリー・アン

トワネットが手にするのは、１００の花びらを意味する古代種ロサ・

ケンティフォリア（オールドローズの一種）でしょうか。トイレがなか
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ったベルサイユでバラの芳香は必需品だったと思われます。また、当代随一のバラの愛好家

でありバラの画家と呼ばれるルドゥテを庇護したナポレオンの妻ジョゼフィーヌは、“最高に美

しい花、世にもめずらしい花をマルメゾンに移植”して当地を有名な植物園にしました。 
 

３． １８６７年から今日まで 

 18～19 世紀初頭は、ヨーロッパへの植物の導入がさかんになります。北アメリカや極東か

ら新種が続々と流入し、特に東インド会社の乗員が 1792 年にイギリスに持ち帰った中国原

産のバラが、「開花時期の長さ」からヨーロッパに衝撃を与えます。翌年に一年中花を咲か

せる性質が確認された２種類が、更に１809 年に淡い黄色の１種類が持ち込まれ、「偉大な

４種のチャイナ」と呼ばれて、それまで主流であったオールドローズを駆逐します。そして、この

４種は「紅茶によく似たとてもすてきな香りがする」というティー・ローズの元品種となるととも

に、大輪で丈夫な四季咲きのバラを得るために交配に熱中するプロの育種家を爆発的に増

やすきっかけになりました。 

 １８６７年は、リヨンの名門種苗商ジャン＝バティスト・ギ

ョーがハイブリッド・ティー・ローズの第一号「ラ・フランス」

を発表したことから、モダンローズの出発点となる歴史

的な年に位置付けられています。その後のバラの発展は、

「ハー・マジェスティ」「マダム・アベル・シャトネ」「ソレイ

ユ・ドール」「クレムゾン・グローリー」そして世界で最も

成功したハイブリッド・ティーの「ピース」等、様々な交配

種が世に送り出されたことからも明白です。ちなみに鳩山一郎氏が最も愛したバラは「ピー

ス」だそうです。英国風の洋館の庭園にバラを選ぶーバラの物語と考え併せ、鳩山一族の深

遠な意図を感じるのは私だけでしょうか。 
 

ここまで、なぜバラは花の女王なのかという素朴な疑問に答えを求め、その物語を駆け足で

辿ってきました。大きさや花びらの枚数といった花姿は言うまでもなく、色の豊富さ、香りの爽や

かさや強さ、病気耐性、つる性か返り咲きか等々、バラの持つ多様性に惹きつけられた人が、今

日も世界のどこかで、愛する人の誕生日に、知人の門出に、そして頑張った自分へのご褒美に、

バラを買い求めています。あまたの愛好家と、世界にひとつだけの新種を作りたいと願う育種

家の情熱が、その多様性を更に拡大し、バラを発展させていく。その開発の物語自体が花の価

値を特別なものにし、人々を惹きつける。バラに対する興味は尽きません。前述の通り、鳩山会

館には９０種の品種があるそうです。庭園を散策する中で、バラをめぐる物語を思いながら、是

非、ご自身のお好みに合う品種を探してください。楽しい一日となりますように。 
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